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１ 趣旨 

 専修学校における実践的な職業教育を支える実習授業等において、産学官が連携し、

ＶＲ（仮想現実）・ＡＲ（拡張現実）等をはじめとした先端技術の活用方策について

実証研究することにより、職業人材の養成機能を強化・充実していくとともに、先端

技術の技術革新や社会実装を促進する。 

 

２ 委託事業の内容 

（１）先端技術利活用検証プロジェクトにおける実証研究 

専修学校を中心として産業界、行政機関等を含めた協議体を構成し、専修学校

教育における座学や実習授業等における先端技術の活用方策（教育手法への落と

し込みに係る方策）について実証研究を行う。 

 

（２）分野横断連絡調整会議の設置、開催 

（１）の各プロジェクトの進捗状況についての連絡調整を行い、各プロジェク

トの事業成果を体系的にとりまとめ、専修学校教育における先端技術の普及・定

着方策を提示するとともに、諸外国における先進的な活用事例のリサーチを行

い、専修学校及び企業双方の取組を促す活動を実施する。 

 

３ 事業の委託先 

 事業の実施に当たっては、教育機関、産業界、行政機関をはじめとした複数の機関 

が連携した体制を構築することとし、契約の相手方は、それぞれ以下のとおりとする。 

 

（１）先端技術利活用検証プロジェクトにおける実証研究 

事業を実施する代表機関となる、法人格を有する団体又は専修学校を設置する

地方公共団体（公立専修学校を代表機関とする場合に限る）。 

 

（２）分野横断連絡調整会議の設置、開催 

事業を実施する代表機関となる、法人格を有する団体 

 

４ 委託期間 

 契約期間は、委託を受けた日から事業が終了する日までとする。ただし、契約日が

属する年度をまたぐことはできない。 

 なお、複数年度の実施を前提に採択された場合には、事業実績及び翌年度の事業計



画を基に審査を行い、事業の継続を判断するものとする。その際、契約の締結は年度

毎に行うものとする。 

 

５ 委託手続 

（１）上記２の事業の受託を希望する者は、企画提案書（様式１）を文部科学省に提

出する。 

（２）文部科学省は、上記（１）により提出された企画提案書等の内容を検討し、内

容が適切であると認めた場合、委託を決定する。 

（３）委託決定の通知を受領した者は、事業計画書（様式２）を文部科学省に提出し、

当該事業計画書を基に契約を締結する。 

 

６ 委託経費 

（１）文部科学省は、事業計画の規模・内容等を勘案し、予算の範囲内で事業に要す

る経費（人件費、事業費（諸謝金・旅費・借損料・消耗品費・会議費・通信運搬

費・雑役務費・保険料）、一般管理費、再委託費）を委託費として支出する。 

（２）文部科学省は、事業の委託先が委託要項等に違反したとき、又は事業の遂行が

困難であると認めたときは、委託契約の解除や経費の全部又は一部について返還

を命じることができる。 

（３）委託費の支払いは、実績報告書（様式３）に基づき、その額が確定した後に支

払う精算払いを原則とする。ただし、事業完了前に必要があると文部科学省が認

めるときは、契約額の全部又は一部を概算払いすることができる。 

 

７ 再委託 

（１）事業の実施に当たっては、委託事業の全部を第三者に委託してはならない。 

（２）この委託事業を実施するに当たり、委託先が実施する事業の一部を第三者に委

託（以下「再委託」という。）することが事業を実施する上で合理的であると認

められるものについては、再委託することができる。 

（３）委託事業を再委託する場合は、再委託した業務に伴う当該第三者の行為につい

て、文部科学省に対し全ての責任を負うものとする。 

 

８ 事業完了の報告 

 委託先は、事業が完了したとき又は委託契約期間が満了したときは、事業が完了し

た日（契約を解除した日を含む）から１０日を経過した日、又は契約満了日までに、

実績報告書及び成果物（成果報告書、その他事業を実施する上で得た成果物）、その

他文部科学省が必要と認める資料について、文部科学省に提出しなければならない。  

 

９ 委託費の額の確定 

（１）文部科学省は、上記８により提出された実績報告書について調査及び必要に応

じて現地調査等を行い、その内容が適正であると認めたときは、委託費の額を確

定し、様式４により委託先に通知するものとする。 



（２）上記（１）の確定額は、事業に要した額と委託契約額のいずれか低い額とする。 

 

10 成果の普及・活用 

 本事業の実施により得られた成果は、文部科学省及び委託先のＷＥＢページにおい

て公開するとともに、事業に参画する教育機関や企業・業界団体等を通じて、全国で

の活用を促すものとする。併せて、成果報告書等の関係機関等への配布、成果の活用

状況等の把握を行うなど、本事業により得られた成果が広く普及・活用されるよう努

めるものとする。また、本委託事業終了後においても文部科学省が行う委託事業の成

果の活用状況の把握等に協力するものとする。 

 

11 その他 

（１）文部科学省は、委託先における事業の実施が当該趣旨に反すると認められると

きには、必要な是正措置を講じるよう求める。 

（２）文部科学省は、事業の実施に当たり、委託先の求めに応じて指導・助言を行う

とともに、その効果的な運営を図るために協力する。 

（３）文部科学省は、必要に応じ、本委託事業の実施状況及び経理処理状況について、

実態調査を行うことができる。 

（４）この要項に定めるもののほか、本事業の実施に関し必要な事項は別に定める。 

 



事業名 〇〇〇〇のための□□□□事業（MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ１４ポイント）

提案者名 学校法人〇〇学園 △△専門学校（MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ１４ポイント）

事業の趣旨・目的

①〇〇〇〇〇〇〇〇⑩〇〇〇〇〇〇〇〇〇⑳〇〇〇〇〇〇〇〇〇㉚
②
③ （MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上）
④ （１行 ３０文字 × １８行以内）
⑤ ※５４０文字以内を厳守すること。
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩行目
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱行目

実証研究する先端技術及び導入する授業・実習

▼ＶＲ、ＡＲ、ＸＲ、ＡＩ、デジタル教科書など、活用方策を実証研究す
る先端技術を具体的に記載すること。

▼どの授業、実習において、どの程度の規模感で実施するのかがわかるよ
うに記載すること。

例（○○実習Ⅰ、○○実習Ⅱ、△△論基礎、△△論応用、計５０時間 など）

連携機関

▼役割と機関名（又は個人で参画する場合には個人名）を記載する。

▼全てを網羅する必要はなく、先端技術の活用方策の実証研究に必要な
組織を有していることが把握できれば足りる。

▼参画する機関数（教育機関、企業、業界団体、その他、それぞれの小
計数及び合計数）を記載する。

（MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上）

教育機関 〇〇機関／企業数 〇〇機関／業界団体 〇〇機関／行政
機関 ○○機関／その他 〇〇機関| 合 計 〇〇機関

所用経費 １２，３４５千円（提案年度の所要経費のみ記載）（MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １４ポイント） ※千円未満切捨て

【様式１－１】令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（先端技術利活用検証プロジェクト）(1/16)

分野
【職種】

工業
【航空整備士】



事業実施体制ｲﾒｰｼﾞ

▼様式自由

▼事業を推進するために構築する体制を記載すること｡

▼記載する文字は､ MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ 11ﾎﾟｲﾝﾄ以上とすること｡

＾

各機関の役割・協力事項

▼様式自由

▼先端技術の活用方策の実証研究に当たって、各機関が果たす役
割及び協力を得られる事項について、教育機関、行政機関、企
業・業界団体毎に具体的に記載すること。

▼記載する文字は、MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上とする
こと。（一部の文字がどうしても枠に入りきらない場合にはポ
イントを調整しても構わないが、極端に小さくならないように
すること）

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（先端技術利活用検証プロジェクト）(2/16)



当該実証研究が必要な背景①

▼様式自由

▼申請する分野や職種において、現在どの様な課題があるのか、その課題を踏まえたどの様な解決策が想定され、活用を予定する先端技術
がどの程度有効であるのかについての仮説を具体的なデータや根拠を示しながら記載する。

▼記載する文字は、MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上とすること。ただし、開発する分量が多く、枠に入り切らない場合のみ文字のポ
イントを調整しても構わないが、極端に小さくならないよう注意すること。

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（先端技術利活用検証プロジェクト）(3/16)



令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（先端技術利活用検証プロジェクト）(4/16)

▼様式自由

▼申請する分野や職種において、現在どの様な課題があるのか、その課題を踏まえ、どの様な解決策が想定され、活用を予定する先端技術
がその解決策にどの程度有効であるのかについての仮説を具体的なデータや根拠を示しながら記載する。

▼記載する文字は、MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上とすること。ただし、開発する分量が多く、枠に入り切らない場合のみ文字のポ
イントを調整しても構わないが、極端に小さくならないよう注意すること。

当該実証研究が必要な背景②



実証研究する先端技術及び導入方策の概要①

▼様式自由

▼実証研究する先端技術とその導入方策の全体像を具体的かつ簡潔に記載すること。
ex) 記載事項例

先端技術の名称、性能、導入範囲、方法、単位・時間数 等

▼これまで提案者が実施してきた既存の教育内容や、他の教育機関又は民間教育事業者が実施している既存の教育内容
では背景で示した人材育成に対応できない理由を明確に記載するとともに、実証研究する先端技術がどのような点で
課題を解決することが可能であるのかを記載すること。

▼記載する文字は、MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上とすること。ただし、開発する分量が多く、枠に入り切らな
い場合のみ文字のポイントを調整しても構わないが、極端に小さくならないよう注意すること。

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（先端技術利活用検証プロジェクト）(5/16)



令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（先端技術利活用検証プロジェクト）(6/16)

実証研究する先端技術及び導入方策の概要②

▼様式自由

▼実証研究する先端技術とその導入方策の全体像を具体的かつ簡潔に記載すること。
ex) 記載事項例

先端技術の名称、性能、導入範囲、方法、単位・時間数 等

▼これまで提案者が実施してきた既存の教育内容や、他の教育機関又は民間教育事業者が実施している既存の教育内容
では背景で示した人材育成に対応できない理由を明確に記載するとともに、実証研究する先端技術がどのような点で
課題を解決することが可能であるのかを記載すること。

▼記載する文字は、MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上とすること。ただし、開発する分量が多く、枠に入り切らな
い場合のみ文字のポイントを調整しても構わないが、極端に小さくならないよう注意すること。



所要経費：○○千円

事業実施の年次計画

令和２年度 令和４年度

▼当該実証研究を行うにあたって、各年度に実施する取組の概要（年次計画）を具体的に記載すること。

▼１年目は先端技術を導入する科目、学科、実習等の特定、プレ実証、本格的開発・実証における比較のためのデータ収集
（学習理解度等）、２年目はコンテンツの本格的開発・実証（何人の学生を対象にどの様に行うのかについて、イメージ
を簡潔に記載）、３年目は実証を踏まえた教育効果とコストの検証と再実証、とりまとめなどの流れがわかるように記載
すること。

▼所要経費は概算で構わないが、それぞれの年度に行う取組に応じて説得力のある金額とすること。

▼記載する文字は、MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上とすること。開発する分量が多く、枠に入り切らない場合のみ文字
のポイントを調整しても構わないが、極端に小さくならないよう注意すること。

令和２年度専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（先端技術利活用検証プロジェクト）(7/16)

令和３年度

所要経費：○○千円 所要経費：○○千円



▼様式自由

▼提案年度に取り組む内容について、具体に記載すること。

▼調査を実施する場合には､調査名、調査目的、調査対象、調査手法、調査項目、分析内容（集計項目）、調査結果を
成果にどのように反映するか、を記載すること｡
※上記は最小限の項目例であり、必要に応じて追加することは差し支えない。

▼導入に向けた学内及び協力校間での調整に関する見込みについても記載すること。

▼記載する文字は、MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上とすること。開発する分量が多く、枠に入り切らない場合の
み文字のポイントを調整しても構わないが、極端に小さくならないよう注意すること。

提案年度の取組①

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（先端技術利活用検証プロジェクト）(8/16)



提案年度の取組②

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（先端技術利活用検証プロジェクト）(9/16)

▼様式自由

▼提案年度に取り組む内容について、具体に記載すること。

▼調査を実施する場合には､調査名、調査目的、調査対象、調査手法、調査項目、分析内容（集計項目）、調査結果を
成果にどのように反映するか、を記載すること｡
※上記は最小限の項目例であり、必要に応じて追加することは差し支えない。

▼導入に向けた学内及び協力校間での調整に関する見込みについても記載すること。

▼記載する文字は、MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上とすること。開発する分量が多く、枠に入り切らない場合の
み文字のポイントを調整しても構わないが、極端に小さくならないよう注意すること。



先端技術活用に係る効果・コストの検証について

▼様式自由

▼先端技術を既存の教育プログラムに活用することの効果を検証するに当たって、実証講座の受講者からの評価、並びに
教育カリキュラム・プログラムの開発に携わった企業・業界団体等又は第三者である企業・団体等からの評価をどのよ
うにとりこむ体制となっているかを、具体的に記載すること。その際、具体的にどのような観点から、どのようなデー
タを取ることにより、教育カリキュラム・プログラムの効果に関する評価が可能になるかを併せて記載すること。

▼検証に当たっては、「満足した」や「ためになった」など受講者の主観的なものではなく、実証グループと非実証グ
ループを分けて効果を定量的に測定（生徒の理解度や学習到達度、学習時間の削減、教員の負担の軽減）したり、先端
技術を導入した場合のコストを中長期的に分析するなど、客観的なデータに基づいて先端技術を導入することの有効性
を示せるような取組とすること。

▼検証に当たっては、上記の教育効果の検証に加えて、提案者以外の機関においての導入可能性についても確認すること

▼記載する文字は、MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上とすること。開発する分量が多く、枠に入り切らない場合のみ
文字のポイントを調整しても構わないが、極端に小さくならないよう注意すること。

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（先端技術利活用検証プロジェクト）(10/16)



事業実施に伴うアウトプット（成果物）

▼様式自由

▼アウトプットの概要を具体的かつ明確に記載すること。

▼複数年度で取り組む場合は、最終的なアウトプットと各年度のアウトプットの双方がわかるように記載すること。

▼記載する文字は、MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上とすること。開発する分量が多く、枠に入り切らない場合の
み文字のポイントを調整しても構わないが、極端に小さくならないよう注意すること。

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（先端技術利活用検証プロジェクト）(11/16)



本事業終了後※の成果の活用方針・手法

▼様式自由

▼本事業における成果、どのように活用し、横展開を図ることを検討（導入に向けた手順を整理するなど）しているの
か。また新たな先端技術導入の可能性やそれらの見通しについて、具体的に記載すること。

▼事業期間終了後におけるフォローアップ体制・方法についても具体的に記載すること。

▼記載する文字は、MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上とすること。開発する分量が多く、枠に入り切らない場合の
み文字のポイントを調整しても構わないが、極端に小さくならないよう注意すること。

※提案年度ではなく、開発終了後３年程度までの期間を想定して記載すること。

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（先端技術利活用検証プロジェクト）(12/16)



事業に要する経費見積書の概要（○年度）

小 項 目

5,000,000

6,223,000

諸 謝 金 2,000,000

旅 費 1,000,000

借 損 料 500,000

消 耗 品 費
（ 図書 購入 費含 む）

200,000

会 議 費 150,000

通 信 運 搬 費 300,000

雑 役 務 費 2,000,000

保 険 料 73,000

1,122,300

200,000

12,545,000

一般管理費
（人件費＋事業費）×設定率

合　　　　計
※千円未満は切捨て

経費項目
予算額

人 件 費
（ 消 費 税 相 当 額 を含 む ）

事 業 費

再 委 託 費

◆人件費
・事業専任職員賃金 〇千円×〇月
・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ賃金 〇千円×〇月
・人件費附帯経費 〇〇千円

合計〇〇〇円

◆借損料
・企画推進委員会会議室借料

〇〇千円×〇回
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会会議室借料

〇〇千円×〇回
・実証講座分科会会議室借料

〇〇千円×〇回
・実証機材借料

〇〇千円×〇月

合計〇〇〇円

◆通信運搬費
・報告書郵送費 〇円×〇箇所
・実証講座案内郵送 〇円×〇箇所

合計〇〇円

◆諸謝金
・企画推進委員会謝金

〇千円×〇人×〇回
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会

〇千円×〇人×〇回
・実証講座分科会

〇千円×〇人×〇回

合計〇〇〇円

◆消耗品費
・ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ 〇百円×〇本
・ﾊｰﾄﾞﾌｧｲﾙ 〇千円×〇冊
・
・

合計〇〇円

◆雑役務費
・コンテンツ開発費 〇〇〇円
・報告書印刷費 〇〇〇円
・事務職員派遣

〇〇〇円×20日×〇月

◆旅費
・企画推進委員会実施旅費

〇〇千円×〇回
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会旅費

〇〇千円×〇回
・実証講座分科会旅費

〇〇千円×〇回

計〇〇〇円

◆会議費
・企画推進委員会お茶

150円×〇人
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会お茶

150円×〇人
・実証講座分科会お茶

150円×〇人

合計〇〇円

◆再委託費

◆保険料

摘要（各経費項目に関して主な計上予算）

※枠の大きさは､適宜修正し､計上しない費目の枠は削除してください｡
※各経費項目の主なものを記載してください｡すべてを網羅する必要はありません｡
※年次計画に記載のあった全ての年度分を年度毎に作成してください｡

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（先端技術利活用検証プロジェクト）(13/16)



事業に要する経費見積書の概要（○年度）

◆人件費
・事業専任職員賃金 〇千円×〇月
・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ賃金 〇千円×〇月
・人件費附帯経費 〇〇千円

合計〇〇〇円

◆借損料
・企画推進委員会会議室借料

〇〇千円×〇回
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会会議室借料

〇〇千円×〇回
・実証講座分科会会議室借料

〇〇千円×〇回
・実証機材借料

〇〇千円×〇月

合計〇〇〇円

◆通信運搬費
・報告書郵送費 〇円×〇箇所
・実証講座案内郵送 〇円×〇箇所

合計〇〇円

◆諸謝金
・企画推進委員会謝金

〇千円×〇人×〇回
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会

〇千円×〇人×〇回
・実証講座分科会

〇千円×〇人×〇回

合計〇〇〇円

◆消耗品費
・ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ 〇百円×〇本
・ﾊｰﾄﾞﾌｧｲﾙ 〇千円×〇冊
・
・

合計〇〇円

◆雑役務費
・コンテンツ開発費 〇〇〇円
・報告書印刷費 〇〇〇円
・事務職員派遣

〇〇〇円×20日×〇月

◆旅費
・企画推進委員会実施旅費

〇〇千円×〇回
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会旅費

〇〇千円×〇回
・実証講座分科会旅費

〇〇千円×〇回

計〇〇〇円

◆会議費
・企画推進委員会お茶

150円×〇人
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会お茶

150円×〇人
・実証講座分科会お茶

150円×〇人

合計〇〇円

◆再委託費

◆保険料

摘要（各経費項目に関して主な計上予算）

※枠の大きさは､適宜修正し､計上しない費目の枠は削除してください｡
※各経費項目の主なものを記載してください｡すべてを網羅する必要はありません｡
※年次計画に記載のあった全ての年度分を年度毎に作成してください｡

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（先端技術利活用検証プロジェクト）(14/16)

小 項 目

5,000,000

6,223,000

諸 謝 金 2,000,000

旅 費 1,000,000

借 損 料 500,000

消 耗 品 費
（ 図書 購入 費含 む）

200,000

会 議 費 150,000

通 信 運 搬 費 300,000

雑 役 務 費 2,000,000

保 険 料 73,000

1,122,300

200,000

12,545,000

一般管理費
（人件費＋事業費）×設定率

合　　　　計
※千円未満は切捨て

経費項目
予算額

人 件 費
（ 消 費 税 相 当 額 を含 む ）

事 業 費

再 委 託 費



事業に要する経費見積書の概要（○年度）

◆人件費
・事業専任職員賃金 〇千円×〇月
・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ賃金 〇千円×〇月
・人件費附帯経費 〇〇千円

合計〇〇〇円

◆借損料
・企画推進委員会会議室借料

〇〇千円×〇回
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会会議室借料

〇〇千円×〇回
・実証講座分科会会議室借料

〇〇千円×〇回
・実証機材借料

〇〇千円×〇月

合計〇〇〇円

◆通信運搬費
・報告書郵送費 〇円×〇箇所
・実証講座案内郵送 〇円×〇箇所

合計〇〇円

◆諸謝金
・企画推進委員会謝金

〇千円×〇人×〇回
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会

〇千円×〇人×〇回
・実証講座分科会

〇千円×〇人×〇回

合計〇〇〇円

◆消耗品費
・ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ 〇百円×〇本
・ﾊｰﾄﾞﾌｧｲﾙ 〇千円×〇冊
・
・

合計〇〇円

◆雑役務費
・コンテンツ開発費 〇〇〇円
・報告書印刷費 〇〇〇円
・事務職員派遣

〇〇〇円×20日×〇月

◆旅費
・企画推進委員会実施旅費

〇〇千円×〇回
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会旅費

〇〇千円×〇回
・実証講座分科会旅費

〇〇千円×〇回

計〇〇〇円

◆会議費
・企画推進委員会お茶

150円×〇人
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会お茶

150円×〇人
・実証講座分科会お茶

150円×〇人

合計〇〇円

◆再委託費

◆保険料

摘要（各経費項目に関して主な計上予算）

※枠の大きさは､適宜修正し､計上しない費目の枠は削除してください｡
※各経費項目の主なものを記載してください｡すべてを網羅する必要はありません｡
※年次計画に記載のあった全ての年度分を年度毎に作成してください｡

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（先端技術利活用検証プロジェクト）(15/16)

小 項 目

5,000,000

6,223,000

諸 謝 金 2,000,000

旅 費 1,000,000

借 損 料 500,000

消 耗 品 費
（ 図書 購入 費含 む）

200,000

会 議 費 150,000

通 信 運 搬 費 300,000

雑 役 務 費 2,000,000

保 険 料 73,000

1,122,300

200,000

12,545,000

一般管理費
（人件費＋事業費）×設定率

合　　　　計
※千円未満は切捨て

経費項目
予算額

人 件 費
（ 消 費 税 相 当 額 を含 む ）

事 業 費

再 委 託 費



▼様式自由

▼本ﾍﾟｰｼﾞは､実施事業に関することで､1ﾍﾟｰｼﾞから15ﾍﾟｰｼﾞに記載できなかった内容又は補足が必要な内容があれば､記
載すること（1～15ページをそれぞれ複製して必要なページを増やすことも可）｡ただし､原則18枚以内とすること。

▼記載する文字は､ﾒｲﾘｵor MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ11ﾎﾟｲﾝﾄ以上とすること｡(一部の文字がどうしても枠に入りきらない場合
にはﾎﾟｲﾝﾄを調整しても構わないが､極端に小さくならないようにすること)

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（先端技術利活用検証プロジェクト）(16/16)



事業名 〇〇〇〇のための□□□□事業（MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ１４ポイント）

提案者名 〇〇△△（MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ１４ポイント）

事業の趣旨・目的

①〇〇〇〇〇〇〇〇⑩〇〇〇〇〇〇〇〇〇⑳〇〇〇〇〇〇〇〇〇㉚
②
③ （MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上）
④ （１行 ３０文字 × ㉕行以内）
⑤ ※７５０文字以内を厳守すること。
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩行目
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳行目
㉑
㉒
㉓
㉔
㉕行目

連携機関

▼役割と機関名（又は個人で参画する場合には個人名）を記載す
る。

▼全てを網羅する必要はなく、先端技術の活用方策の実証研究に
必要な組織を有していることが把握できれば足りる。

▼先端技術利活用検証プロジェクト以外の連携機関を記載するこ
と。

▼参画する機関数（教育機関、企業、業界団体、その他、それぞ
れの小計数及び合計数）を記載する。

（MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上）

教育機関 〇〇機関／企業数 〇〇機関／業界団体 〇〇機関／
行政機関 ○○機関／その他 〇〇機関| 合 計 〇〇機関

所用経費 １２，３４５千円（提案年度の所要経費のみ記載）（MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １４ポイント） ※千円未満切捨て

【様式１－２】令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（分野横断連絡調整会議）(1/15)



事業実施体制ｲﾒｰｼﾞ

▼様式自由

▼事業を推進するために構築する連携機関を含めた体制を記載す
ること｡

▼記載する文字は､ MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ 11ﾎﾟｲﾝﾄ以上とすること｡

＾

各機関の役割・協力事項

▼様式自由

▼各機関が果たす役割及び協力を得られる事項について、教育機
関、行政機関、企業・業界団体毎に具体的に記載すること。

▼記載する文字は、MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上とする
こと。（一部の文字がどうしても枠に入りきらない場合にはポ
イントを調整しても構わないが、極端に小さくならないように
すること）

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（分野横断連絡調整会議）(2/15)



先端技術利活用検証プロジェクトの進捗管理に係る方策、工夫

▼様式自由

▼各プロジェクトの進捗を確認し、プロジェクトごとの質の均衡を図るための方策や工夫などについて記載すること。
ex) 記載事項例

各プロジェクトへの助言が可能な有識者の活用、コンテンツ開発企業・ベンダーとプロジェクト実施者をつなぐイ
ベントの開催 等

▼各プロジェクトについての課題を把握し集約し、解決策を提示するための工夫について記載すること。

▼記載する文字は、MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上とすること。ただし、開発する分量が多く、枠に入り切らな
い場合のみ文字のポイントを調整しても構わないが、極端に小さくならないよう注意すること。

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（分野横断連絡調整会議）(3/15)



令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（分野横断連絡調整会議）(4/15)

先端技術利活用検証プロジェクトにおける成果の体系化、普及・定着方策の立案・実践

▼様式自由

▼各プロジェクトによってまとめられる実証研究結果を、他の専修学校が活用しやすいよう、分野毎の類型や指導方法
毎の類型に分類し、体系的に整理する方策を現時点の見込みから記載する。

▼専修学校教育や先端技術保有企業等の実態等を踏まえた上で、先端技術の導入により専修学校の教育及び運営がより
効率的・効果的になることについての理解を広げ、行動を促すための方策（普及・定着方策）を立案する。

▼各プロジェクトから得られる様々なデータを分析し、成果として対外的にわかりやすく発信する方策を記載すること。

▼立案した同方策のうち、その一部を実施する。
ex) 記載事項例

普及ガイドラインの作成、セミナー等広報活動の実施 等

▼記載する文字は、MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上とすること。ただし、開発する分量が多く、枠に入り切らな
い場合のみ文字のポイントを調整しても構わないが、極端に小さくならないよう注意すること。



令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（分野横断連絡調整会議）(5/15)

新たな先端技術の開発動向や活用事例のリサーチ

▼様式自由

▼我が国をはじめ諸外国における新たな技術開発の動向や先進的な活用事例に関して、専修学校教育への導入可能性を
考慮した計画を記載する。

▼記載する文字は、MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上とすること。ただし、開発する分量が多く、枠に入り切らな
い場合のみ文字のポイントを調整しても構わないが、極端に小さくならないよう注意すること。



所要経費：○○千円

事業実施の年次計画

令和２年度 令和４年度

令和２年度専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（分野横断連絡調整会議）(6/15)

令和３年度

所要経費：○○千円 所要経費：○○千円

令和５年度

所要経費：○○千円

▼当該実証研究を行うにあたって、各年度に実施する取組の概要（年次計画）を具体的に記載すること。

▼１年目は普及定着方策の検討・実施、各プロジェクト間の連絡調整、２～３年目は各プロジェクト間の連絡調整・助言、
諸外国等の動向調査、４年目は各プロジェクトにおける成果のとりまとめなど、具体的に実施する内容を示しつつ、
流れがわかるように記載すること。

▼記載する文字は、MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上とすること。開発する分量が多く、枠に入り切らない場合のみ
文字のポイントを調整しても構わないが、極端に小さくならないよう注意すること。



▼様式自由

▼提案年度に取り組む内容について、具体に記載すること。

▼調査を実施する場合には､調査名、調査目的、調査対象、調査手法、調査項目、分析内容（集計項目）、調査結果を
成果にどのように反映するか、を記載すること｡
※上記は最小限の項目例であり、必要に応じて追加することは差し支えない。

▼記載する文字は、MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上とすること。開発する分量が多く、枠に入り切らない場合の
み文字のポイントを調整しても構わないが、極端に小さくならないよう注意すること。

提案年度の取組①

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（分野横断連絡調整会議）(7/15)



提案年度の取組②

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（分野横断連絡調整会議）(8/15)

▼様式自由

▼提案年度に取り組む内容について、具体に記載すること。

▼調査を実施する場合には､調査名、調査目的、調査対象、調査手法、調査項目、分析内容（集計項目）、調査結果を
成果にどのように反映するか、を記載すること｡
※上記は最小限の項目例であり、必要に応じて追加することは差し支えない。

▼記載する文字は、MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上とすること。開発する分量が多く、枠に入り切らない場合の
み文字のポイントを調整しても構わないが、極端に小さくならないよう注意すること。



事業実施に伴うアウトプット（成果物）

▼様式自由

▼アウトプットの概要を具体的かつ明確に記載すること。

▼複数年度で取り組む場合は、最終的なアウトプットと各年度のアウトプットの双方がわかるように記載すること。

▼先端技術利活用検証プロジェクトにおける成果の体系化、普及・定着方策の検討における記載も踏まえた記載とする
こと。

▼記載する文字は、MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上とすること。開発する分量が多く、枠に入り切らない場合の
み文字のポイントを調整しても構わないが、極端に小さくならないよう注意すること。

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（分野横断連絡調整会議）(9/15)



専修学校教育及び類似分野における実績

▼様式自由

▼記載する文字は、MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ １１ポイント以上とすること。開発する分量が多く、枠に入り切らない場合の
み文字のポイントを調整しても構わないが、極端に小さくならないよう注意すること。

※過去５年程度までの期間における実績を記載すること。

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（分野横断連絡調整会議）(10/15)



事業に要する経費見積書の概要（○年度）

◆人件費
・事業専任職員賃金 〇千円×〇月
・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ賃金 〇千円×〇月
・人件費附帯経費 〇〇千円

合計〇〇〇円

◆借損料
・企画推進委員会会議室借料

〇〇千円×〇回
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会会議室借料

〇〇千円×〇回
・実証講座分科会会議室借料

〇〇千円×〇回
・実証機材借料

〇〇千円×〇月

合計〇〇〇円

◆通信運搬費
・報告書郵送費 〇円×〇箇所
・実証講座案内郵送 〇円×〇箇所

合計〇〇円

◆諸謝金
・企画推進委員会謝金

〇千円×〇人×〇回
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会

〇千円×〇人×〇回
・実証講座分科会

〇千円×〇人×〇回

合計〇〇〇円

◆消耗品費
・ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ 〇百円×〇本
・ﾊｰﾄﾞﾌｧｲﾙ 〇千円×〇冊
・
・

合計〇〇円

◆雑役務費
・コンテンツ開発費 〇〇〇円
・報告書印刷費 〇〇〇円
・事務職員派遣

〇〇〇円×20日×〇月

◆旅費
・企画推進委員会実施旅費

〇〇千円×〇回
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会旅費

〇〇千円×〇回
・実証講座分科会旅費

〇〇千円×〇回

計〇〇〇円

◆会議費
・企画推進委員会お茶

150円×〇人
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会お茶

150円×〇人
・実証講座分科会お茶

150円×〇人

合計〇〇円

◆再委託費

◆保険料

摘要（各経費項目に関して主な計上予算）

※枠の大きさは､適宜修正し､計上しない費目の枠は削除してください｡
※各経費項目の主なものを記載してください｡すべてを網羅する必要はありません｡
※年次計画に記載のあった全ての年度分を年度毎に作成してください｡

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（分野横断連絡調整会議）(11/15)

小 項 目

5,000,000

6,223,000

諸 謝 金 2,000,000

旅 費 1,000,000

借 損 料 500,000

消 耗 品 費
（ 図書 購入 費含 む）

200,000

会 議 費 150,000

通 信 運 搬 費 300,000

雑 役 務 費 2,000,000

保 険 料 73,000

1,122,300

200,000

12,545,000

一般管理費
（人件費＋事業費）×設定率

合　　　　計
※千円未満は切捨て

経費項目
予算額

人 件 費
（ 消 費 税 相 当 額 を含 む ）

事 業 費

再 委 託 費



事業に要する経費見積書の概要（○年度）

◆人件費
・事業専任職員賃金 〇千円×〇月
・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ賃金 〇千円×〇月
・人件費附帯経費 〇〇千円

合計〇〇〇円

◆借損料
・企画推進委員会会議室借料

〇〇千円×〇回
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会会議室借料

〇〇千円×〇回
・実証講座分科会会議室借料

〇〇千円×〇回
・実証機材借料

〇〇千円×〇月

合計〇〇〇円

◆通信運搬費
・報告書郵送費 〇円×〇箇所
・実証講座案内郵送 〇円×〇箇所

合計〇〇円

◆諸謝金
・企画推進委員会謝金

〇千円×〇人×〇回
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会

〇千円×〇人×〇回
・実証講座分科会

〇千円×〇人×〇回

合計〇〇〇円

◆消耗品費
・ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ 〇百円×〇本
・ﾊｰﾄﾞﾌｧｲﾙ 〇千円×〇冊
・
・

合計〇〇円

◆雑役務費
・コンテンツ開発費 〇〇〇円
・報告書印刷費 〇〇〇円
・事務職員派遣

〇〇〇円×20日×〇月

◆旅費
・企画推進委員会実施旅費

〇〇千円×〇回
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会旅費

〇〇千円×〇回
・実証講座分科会旅費

〇〇千円×〇回

計〇〇〇円

◆会議費
・企画推進委員会お茶

150円×〇人
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会お茶

150円×〇人
・実証講座分科会お茶

150円×〇人

合計〇〇円

◆再委託費

◆保険料

摘要（各経費項目に関して主な計上予算）

※枠の大きさは､適宜修正し､計上しない費目の枠は削除してください｡
※各経費項目の主なものを記載してください｡すべてを網羅する必要はありません｡
※年次計画に記載のあった全ての年度分を年度毎に作成してください｡

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（分野横断連絡調整会議）(12/15)

小 項 目

5,000,000

6,223,000

諸 謝 金 2,000,000

旅 費 1,000,000

借 損 料 500,000

消 耗 品 費
（ 図書 購入 費含 む）

200,000

会 議 費 150,000

通 信 運 搬 費 300,000

雑 役 務 費 2,000,000

保 険 料 73,000

1,122,300

200,000

12,545,000

一般管理費
（人件費＋事業費）×設定率

合　　　　計
※千円未満は切捨て

経費項目
予算額

人 件 費
（ 消 費 税 相 当 額 を含 む ）

事 業 費

再 委 託 費



事業に要する経費見積書の概要（○年度）

◆人件費
・事業専任職員賃金 〇千円×〇月
・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ賃金 〇千円×〇月
・人件費附帯経費 〇〇千円

合計〇〇〇円

◆借損料
・企画推進委員会会議室借料

〇〇千円×〇回
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会会議室借料

〇〇千円×〇回
・実証講座分科会会議室借料

〇〇千円×〇回
・実証機材借料

〇〇千円×〇月

合計〇〇〇円

◆通信運搬費
・報告書郵送費 〇円×〇箇所
・実証講座案内郵送 〇円×〇箇所

合計〇〇円

◆諸謝金
・企画推進委員会謝金

〇千円×〇人×〇回
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会

〇千円×〇人×〇回
・実証講座分科会

〇千円×〇人×〇回

合計〇〇〇円

◆消耗品費
・ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ 〇百円×〇本
・ﾊｰﾄﾞﾌｧｲﾙ 〇千円×〇冊
・
・

合計〇〇円

◆雑役務費
・コンテンツ開発費 〇〇〇円
・報告書印刷費 〇〇〇円
・事務職員派遣

〇〇〇円×20日×〇月

◆旅費
・企画推進委員会実施旅費

〇〇千円×〇回
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会旅費

〇〇千円×〇回
・実証講座分科会旅費

〇〇千円×〇回

計〇〇〇円

◆会議費
・企画推進委員会お茶

150円×〇人
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会お茶

150円×〇人
・実証講座分科会お茶

150円×〇人

合計〇〇円

◆再委託費

◆保険料

摘要（各経費項目に関して主な計上予算）

※枠の大きさは､適宜修正し､計上しない費目の枠は削除してください｡
※各経費項目の主なものを記載してください｡すべてを網羅する必要はありません｡
※年次計画に記載のあった全ての年度分を年度毎に作成してください｡

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（分野横断連絡調整会議）(13/15)

小 項 目

5,000,000

6,223,000

諸 謝 金 2,000,000

旅 費 1,000,000

借 損 料 500,000

消 耗 品 費
（ 図書 購入 費含 む）

200,000

会 議 費 150,000

通 信 運 搬 費 300,000

雑 役 務 費 2,000,000

保 険 料 73,000

1,122,300

200,000

12,545,000

一般管理費
（人件費＋事業費）×設定率

合　　　　計
※千円未満は切捨て

経費項目
予算額

人 件 費
（ 消 費 税 相 当 額 を含 む ）

事 業 費

再 委 託 費



事業に要する経費見積書の概要（○年度）

◆人件費
・事業専任職員賃金 〇千円×〇月
・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ賃金 〇千円×〇月
・人件費附帯経費 〇〇千円

合計〇〇〇円

◆借損料
・企画推進委員会会議室借料

〇〇千円×〇回
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会会議室借料

〇〇千円×〇回
・実証講座分科会会議室借料

〇〇千円×〇回
・実証機材借料

〇〇千円×〇月

合計〇〇〇円

◆通信運搬費
・報告書郵送費 〇円×〇箇所
・実証講座案内郵送 〇円×〇箇所

合計〇〇円

◆諸謝金
・企画推進委員会謝金

〇千円×〇人×〇回
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会

〇千円×〇人×〇回
・実証講座分科会

〇千円×〇人×〇回

合計〇〇〇円

◆消耗品費
・ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ 〇百円×〇本
・ﾊｰﾄﾞﾌｧｲﾙ 〇千円×〇冊
・
・

合計〇〇円

◆雑役務費
・コンテンツ開発費 〇〇〇円
・報告書印刷費 〇〇〇円
・事務職員派遣

〇〇〇円×20日×〇月

◆旅費
・企画推進委員会実施旅費

〇〇千円×〇回
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会旅費

〇〇千円×〇回
・実証講座分科会旅費

〇〇千円×〇回

計〇〇〇円

◆会議費
・企画推進委員会お茶

150円×〇人
・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発分科会お茶

150円×〇人
・実証講座分科会お茶

150円×〇人

合計〇〇円

◆再委託費

◆保険料

摘要（各経費項目に関して主な計上予算）

※枠の大きさは､適宜修正し､計上しない費目の枠は削除してください｡
※各経費項目の主なものを記載してください｡すべてを網羅する必要はありません｡
※年次計画に記載のあった全ての年度分を年度毎に作成してください｡

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（分野横断連絡調整会議）(14/15)

小 項 目

5,000,000

6,223,000

諸 謝 金 2,000,000

旅 費 1,000,000

借 損 料 500,000

消 耗 品 費
（ 図書 購入 費含 む）

200,000

会 議 費 150,000

通 信 運 搬 費 300,000

雑 役 務 費 2,000,000

保 険 料 73,000

1,122,300

200,000

12,545,000

一般管理費
（人件費＋事業費）×設定率

合　　　　計
※千円未満は切捨て

経費項目
予算額

人 件 費
（ 消 費 税 相 当 額 を含 む ）

事 業 費

再 委 託 費



▼様式自由

▼本ﾍﾟｰｼﾞは､実施事業に関することで､1ﾍﾟｰｼﾞから14ﾍﾟｰｼﾞに記載できなかった内容又は補足が必要な内容があれば､記
載すること（1～14ページをそれぞれ複製して必要なページを増やすことも可）｡ただし､原則18枚以内とすること。

▼記載する文字は､ﾒｲﾘｵor MSｺﾞｼｯｸ or ﾒｲﾘｵ11ﾎﾟｲﾝﾄ以上とすること｡(一部の文字がどうしても枠に入りきらない場合
にはﾎﾟｲﾝﾄを調整しても構わないが､極端に小さくならないようにすること)

令和２年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」企画提案書（分野横断連絡調整会議）(15/15)



（様式２－１） 

令和○年度 番号 

 

   年  月  日 

 

 

令和○年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」 事業計画書 

 

 

 

文部科学省  ○○○○局長  殿 

 

 

 

所 在 地 

      法 人 名 

      （学校名） 

      代 表 者 

      職 氏 名               印 

 

 

 

令和○年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」 に関する 

事業計画書の提出について 

 

 

 

 

令和○年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」について、事業計画書を提出しま

す。 

  



令和○年度 番号 

 

令和○年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」 事業計画書 

 

１ 委託事業の内容 

先端技術利活用実証研究プロジェクト 

 

 

２ 事業名 

 

 

３ 分野 

 

 

４ 代表機関 

■代表機関（申請法人）等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■事業責任者（事業全体の統括責任者）    ■事務担当者（文部科学省との連絡担当者） 

職名 
  

職名 
 

氏名  氏名  

電話番号  電話番号  

Ｅ－ｍａｉｌ  Ｅ－ｍａｉｌ  

法人名  

代表者名  

学校名  

所在地  



５ 構成機関・構成員等 

 （１）教育機関 

名称 役割等 内諾 都道府県名 

１     

２     

３     

４     

５     

６     

７     

８     

９     

10     

11     

12     

13     

14     

15     

※内諾済の場合には、内諾欄に「○」を記入（以下同じ） 

 

（２）企業・団体 

名称 役割等 内諾 都道府県名 

１     

２     

３     

４     

５     

 

（３）行政機関 

名称 役割等 内諾 都道府県名 

１     

２     

３     

 

 



 

（４）事業の実施体制（イメージ） 

 

 

（５）各機関の役割・協力事項について 

 

○教育機関 

 

 

 

 

 

○企業・団体 

 

 

 

 

 

○行政機関 

 

 

 

 

 

 



６ 事業の内容等 

 （１）事業の趣旨・目的等について 

 ⅰ）事業の趣旨・目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５４０文字以内） 

 

ⅱ）実証研究する先端技術及び導入する授業・実習 

※ＶＲ、ＡＲ、ＸＲ、ＡＩ、デジタル教科書など、活用方策を実証研究する先端技術を具

体的に記載すること。 

※どの授業、実習において、どの程度の規模感で実施するのかがわかるように記載

すること。 

例（○○実習Ⅰ、○○実習Ⅱ、△△論基礎、△△論応用、計５０時間 など） 

 

 

 

（１２０文字以内） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 （２）当該実証研究が必要な背景について 

※申請する分野や職種において、現在どの様な課題があるのか、その課題を踏まえ、

どの様な解決策が想定され、活用を予定する先端技術がその解決策にどの程度有

効であるのかについての仮説を具体的なデータや根拠を示しながら記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 （３）実証研究する先端技術及び導入方策の概要 

※実証研究する先端技術とその導入方策の全体像を具体的かつ簡潔に記載すること。 

 ex) 記載事項例 

先端技術の名称、性能、導入範囲、方法、単位・時間数 等 

 

※これまで提案者が実施してきた既存の教育内容や、他の教育機関又は民間教育事

業者が実施している既存の教育内容では背景で示した人材育成に対応できない理由

を明確に記載するとともに、実証研究する先端技術がどのような点で課題を解決する

ことが可能であるのかを記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）具体的な取組 

  ⅰ）計画の全体像 

※今年度実施した実証研究を反映させ、各年度に実施する取組の概要（年次計画）

を具体的に記載すること。 
 
 

 

 

 

  



ⅱ）今年度の具体的活動 

 

○実施事項 

※今年度に取り組む内容について、具体的に記載してください。 

 

※会議や調査、実証講座を実施する場合には次ページ以降の記載例を参考にしてくださ

い。 

 

  



○事業を推進する上で設置する会議 ※複数の会議を設置する場合には、欄を適宜追加して記載すること。 

会議名

① 
 

目的・

役割 
 

検討の 

具体的

内容 

 

委員数        人 開催頻度 回 

 

△△委員会の構成員（委員） 

氏名 所属・職名 役割等 内諾 都道府県名 

１      

２      

３      

４      

５      

６      

７      

８      

９      

10      

 

  



○事業を推進する上で実施する調査 ※複数の調査を設置する場合には、適宜追加して記載すること。 

調 査 名  

調 査 目 的  

調 査 対 象  

調 査 手 法  

調 査 項 目  

分 析 内 容 

（集計項目） 

 

開 発 す る 

カリキュラム

にどのように

反 映 す る か 

（活用手法） 

 

※上記は最小限の項目例であり、必要に応じて追加することは差し支えない。 

※上記の項目が含まれていれば、上記表形式以外の記載とすることは差し支えない。 

 

○開発に際して実施する実証講座の概要  

実 証 講 座 

の 対 象 者 

 

期 間 

（日数・コマ数） 

 

実 施 手 法  

 

 

 

想 定 さ れ る 

受 講 者 数 

 

 

 



ⅳ）先端技術活用に係る効果・コストの検証について 

 

※先端技術を既存の教育プログラムに活用することの効果を検証するに当たって、実証

講座の受講者からの評価、並びに教育カリキュラム・プログラムの開発に携わった企

業・業界団体等又は第三者である企業・団体等からの評価をどのようにとりこむ体制と

なっているかを、具体的に記載すること。その際、具体的にどのような観点から、どの

ようなデータを取ることにより、教育カリキュラム・プログラムの効果に関する評価が可

能になるかを併せて記載すること。 

 

※検証に当たっては、「満足した」や「ためになった」など受講者の主観的なものではなく、

実証グループと非実証グループを分けて効果を定量的に測定（生徒の理解度や学習

到達度、学習時間の削減、教員の負担の軽減）したり、先端技術を導入した場合のコ

ストを中長期的に分析するなど、客観的なデータに基づいて先端技術を導入すること

の有効性を示せるような取組とすること。 

 

※検証に当たっては、上記の教育効果の検証に加えて、提案者以外の機関においての

導入可能性についても確認すること 

 

 

 

 

 

 

  



（５）事業実施に伴うアウトプット（成果物） 

 

※アウトプットの概要を具体的かつ明確に記載すること。 

 

※複数年度で取り組む場合は、最終的なアウトプットと各年度のアウトプットの双方がわ

かるように記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（６）本事業終了後※の成果の活用方針・手法 

※今年度ではなく、開発終了後３年程度までの期間を想定して記載すること。 

 

※本事業における成果、どのように活用し、横展開を図ることを検討（導入に向けた手順を

整理するなど）しているのか。また新たな先端技術導入の可能性やそれらの見通しにつ

いて、具体的に記載すること。 

 

※事業期間終了後におけるフォローアップ体制・方法についても具体的に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（様式２－１）（別紙） 

再委託について 

 

（１）再委託 

※本様式は、該当がある場合のみ作成すること。 

事業名 
 

再委託先 
企業名  

住 所  

再委託の必要性 

 

再委託を行う業務内容 

 

所要額 円  

 

 

 

 

 

内 訳 

 

 

 

 

 

 

経費額 経費積算 

人件費 円  

諸謝金 円   

旅費 円   

借損料 円   

消耗品費 円   

会議費 円   

通信運搬費 円   

雑役務費 円   

保険料 円   

一般管理費 円   

合計 円   



（２）履行体制に関する事項 

※再委託の相手方がさらに再委託を行うなど複数の段階で再委託が行われるときに記載すること。 

 

再々委託の相手方の住所及び

氏名 

 

再々委託を行う業務の範囲  

 

 



所要経費

小 項 目

0

0

諸 謝 金 0

旅 費 0

借 損 料 0

消 耗 品 費
（ 図 書 購 入 費 含 む ）

0

会 議 費 0

通 信 運 搬 費 0

雑 役 務 費
（ 印 刷 製 本 費 等 ）

0

保 険 料 0

0

0

0合 計

再 委 託 費

一般管理費
（人件費＋事業費）×設定率

事 業 費

（単位：円）

経費項目

予算額 備　　　考

人 件 費
（ 消 費 税 相 当 額 を 含 む ）



※該当する場合のみ提出する。

事業名

法人名

算出率

算出率

算出率

設定率

算出額

下記①～③の率から、最も低い率を当該事業における一般管理費の率とし、精算時
においてもこの率を用いる。

一般管理費設定率の決定調書

設定率の比較

　　（財団法人又は社団法人）

① １０％（設定率の上限）

10.00%

②
法人が整備している受託規定に定められた率

③
直近の事業年度の損益計算書及び収支計算書等による法人の支出の額
に占める管理費の率

　※上記③の算出式

※規定がある場合は、別添のうえ、当該率を入力。規定のない場合は入力せず、③を算出し記載すること。

0 ※（人件費＋事業費）×設定率

　　算出率（％）＝管理費／（総事業費－間接事業費）×１００
　　＊収支計算書から算出すること。

　　（学校法人又は準学校法人）

　　算出率（％）＝｛（人件費－教員人件費）＋管理経費｝／事業活動支出の部※１合計×１００
　　（※1）学校法人会計基準改正前の年度に当たっては、消費支出の部と読み替えること。

10.00% ※①～③の算出率のうち、最も低い率



（単位：円）

小項目 摘　　　　　要 単位 単位 参考資料№

0円 賃金 × × ＠ 円 ＝ 0円
人件費付帯経費 × × ＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × × ＠ 円 ＝ 0円

× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

消費税相当額 × × 10% ＝ 0円

諸 謝 金 0円 委員会出席謝金等 × × ＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × × ＠ 円 ＝ 0円

× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

旅 費 0円 委員会出席旅費等 × × ＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × × ＠ 円 ＝ 0円

× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

 × × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

借 損 料 0円 会場借料等 × × ＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × × ＠ 円 ＝ 0円

× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

消 耗 品 費 0円 ＣＤ－ＲＯＭ等 × × ＠ 円 ＝ 0円
（物品名を記入） × × ＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × × ＠ 円 ＝ 0円

× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

会 議 費 0円 お茶代等 × × ＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × × ＠ 円 ＝ 0円

× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

通信運搬費 0円 開催通知等 × × ＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × × ＠ 円 ＝ 0円

× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

雑 役 務 費 0円 印刷、広告等 × × ＠ 円 ＝ 0円
派遣契約等 × × ＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × × ＠ 円 ＝ 0円

× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

保 険 料 0円 傷害保険（講師） × × ＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × × ＠ 円 ＝ 0円

× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

0円 設定率 10.00%

0円 再委託を行うもの × × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

0円
（注１）　行が足りない場合は、適宜追加してもよい。（行の書式はそろえること）
（注２）　単価の出せないものは、追加行に事項と金額を入力し、見積書等内訳を添付すること。
（注３）　Ａ４紙に印刷し提出すること。（文字の判読が困難となる場合は複数ページに渡っても差し支えない）

一 般 管 理 費

再 委 託 費

合 計

必　要　経　費　内　訳　表

経 費 項 目
金　　額

積　　算　　内　　訳

単価

人 件 費

人数等 数量

事 業 費



（様式２－２） 

令和○年度 番号 

 

   年  月  日 

 

 

令和○年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」 事業計画書 

 

 

 

文部科学省  ○○○○局長  殿 

 

 

 

所 在 地 

      法 人 名 

      （学校名） 

      代 表 者 

      職 氏 名               印 

 

 

 

令和○年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」 に関する 

事業計画書の提出について 

 

 

 

 

令和○年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」について、事業計画書を提出しま

す。 

  



令和○年度 番号 

 

令和○年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」 事業計画書 

 

１ 委託事業の内容 

分野横断連絡調整会議 

 

 

２ 事業名 

 

 

３ 代表機関 

■代表機関（申請法人）等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■事業責任者（事業全体の統括責任者）    ■事務担当者（文部科学省との連絡担当者） 

職名 
  

職名 
 

氏名  氏名  

電話番号  電話番号  

Ｅ－ｍａｉｌ  Ｅ－ｍａｉｌ  

法人名  

代表者名  

学校名  

所在地  



４ 構成機関・構成員等 

 （１）教育機関 

名称 役割等 内諾 都道府県名 

１     

２     

３     

４     

５     

６     

７     

８     

９     

10     

11     

12     

13     

14     

15     

※内諾済の場合には、内諾欄に「○」を記入（以下同じ） 

 

（２）企業・団体 

名称 役割等 内諾 都道府県名 

１     

２     

３     

４     

５     

 

（３）行政機関 

名称 役割等 内諾 都道府県名 

１     

２     

３     

 

 



 

（４）事業の実施体制（イメージ） 

 

 

（５）各機関の役割・協力事項について 

 

○教育機関 

 

 

 

 

 

○企業・団体 

 

 

 

 

 

○行政機関 

 

 

 

 

 

 



 

５ 事業の内容等 

 （１）先端技術利活用検証プロジェクトの進捗管理に係る方策、工夫 

※各プロジェクトの進捗を確認し、プロジェクトごとの質の均衡を図るための方策や工

夫などについて記載すること。 

 

※各プロジェクトについての課題を把握、集約し、解決策を提示するための工夫につ

いて記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５４０文字以内） 

 



 （２）先端技術利活用検証プロジェクトにおける成果の体系化、普及・定着方策の立案・実践 

※各プロジェクトによってまとめられる実証研究結果を、他の専修学校が活用しやすい

よう、分野毎の類型や指導方法毎の類型に分類し、体系的に整理する方策を現時点

の見込みから記載する。 

 

※専修学校教育や先端技術保有企業等の実態等を踏まえた上で、先端技術の導入に

より専修学校の教育及び運営がより効率的・効果的になることについての理解を広

げ、行動を促すための方策（普及・定着方策）を立案する。 

 

※各プロジェクトから得られる様々なデータを分析し、成果として対外的にわかりやすく

発信する方策を記載すること。 

 

※立案した同方策のうち、実施する一部の方策を記載する。 

 

 

 

  

（３）新たな先端技術の開発動向や活用事例のリサーチ 

※我が国をはじめ諸外国における新たな技術開発の動向や先進的な活用事例に関し

て、専修学校教育への導入可能性を考慮した計画を記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（４）具体的な取組 

  ⅰ）計画の全体像 

※１年目は普及定着方策の検討・実施、各プロジェクト間の連絡調整、２～３年目は各

プロジェクト間の連絡調整・助言、諸外国等の動向調査、４年目は各プロジェクトにお

ける成果のとりまとめなど、具体的に実施する内容を示しつつ、流れがわかるように記

載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



ⅱ）今年度の具体的活動 

※今年度に取り組む内容について、具体的に記載してください。 

 

※会議や調査、実証講座を実施する場合には次ページ以降の記載例を参考にしてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



○事業を推進する上で設置する会議 ※複数の会議を設置する場合には、欄を適宜追加して記載すること。 

会議名

① 
 

目的・

役割 
 

検討の 

具体的

内容 

 

委員数        人 開催頻度 回 

 

△△委員会の構成員（委員） 

氏名 所属・職名 役割等 内諾 都道府県名 

１      

２      

３      

４      

５      

６      

７      

８      

９      

10      

 

  



○事業を推進する上で実施する調査 ※複数の調査を設置する場合には、適宜追加して記載すること。 

調 査 名  

調 査 目 的  

調 査 対 象  

調 査 手 法  

調 査 項 目  

分 析 内 容 

（集計項目） 

 

開 発 す る 

カリキュラム

にどのように

反 映 す る か 

（活用手法） 

 

※上記は最小限の項目例であり、必要に応じて追加することは差し支えない。 

※上記の項目が含まれていれば、上記表形式以外の記載とすることは差し支えない。 

  



（５）事業実施に伴うアウトプット（成果物） 

 

※アウトプットの概要を具体的かつ明確に記載すること。 

 

※複数年度で取り組む場合は、最終的なアウトプットと各年度のアウトプットの双方がわ

かるように記載すること。 

 

※先端技術利活用検証プロジェクトにおける成果の体系化、普及・定着方策の検討にお

ける記載も踏まえた記載とすること。 

 

※複数年度で取り組む場合は、最終的なアウトプットと各年度のアウトプットの双方がわ

かるように記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式２－２）（別紙） 

再委託について 

 

（１）再委託 

※本様式は、該当がある場合のみ作成すること。 

事業名 
 

再委託先 
企業名  

住 所  

再委託の必要性 

 

再委託を行う業務内容 

 

所要額 円  

 

 

 

 

 

内 訳 

 

 

 

 

 

 

経費額 経費積算 

人件費 円  

諸謝金 円   

旅費 円   

借損料 円   

消耗品費 円   

会議費 円   

通信運搬費 円   

雑役務費 円   

保険料 円   

一般管理費 円   

合計 円   



（２）履行体制に関する事項 

※再委託の相手方がさらに再委託を行うなど複数の段階で再委託が行われるときに記載すること。 

 

再々委託の相手方の住所及び

氏名 

 

再々委託を行う業務の範囲  

 

 



所要経費

小 項 目

0

0

諸 謝 金 0

旅 費 0

借 損 料 0

消 耗 品 費
（ 図 書 購 入 費 含 む ）

0

会 議 費 0

通 信 運 搬 費 0

雑 役 務 費
（ 印 刷 製 本 費 等 ）

0

保 険 料 0

0

0

0合 計

再 委 託 費

一般管理費
（人件費＋事業費）×設定率

事 業 費

（単位：円）

経費項目

予算額 備　　　考

人 件 費
（ 消 費 税 相 当 額 を 含 む ）



※該当する場合のみ提出する。

事業名

法人名

算出率

算出率

算出率

設定率

算出額

下記①～③の率から、最も低い率を当該事業における一般管理費の率とし、精算時
においてもこの率を用いる。

一般管理費設定率の決定調書

設定率の比較

　　（財団法人又は社団法人）

① １０％（設定率の上限）

10.00%

②
法人が整備している受託規定に定められた率

③
直近の事業年度の損益計算書及び収支計算書等による法人の支出の額
に占める管理費の率

　※上記③の算出式

※規定がある場合は、別添のうえ、当該率を入力。規定のない場合は入力せず、③を算出し記載すること。

0 ※（人件費＋事業費）×設定率

　　算出率（％）＝管理費／（総事業費－間接事業費）×１００
　　＊収支計算書から算出すること。

　　（学校法人又は準学校法人）

　　算出率（％）＝｛（人件費－教員人件費）＋管理経費｝／事業活動支出の部※１合計×１００
　　（※1）学校法人会計基準改正前の年度に当たっては、消費支出の部と読み替えること。

10.00% ※①～③の算出率のうち、最も低い率



（単位：円）

小項目 摘　　　　　要 単位 単位 参考資料№

0円 賃金 × × ＠ 円 ＝ 0円
人件費付帯経費 × × ＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × × ＠ 円 ＝ 0円

× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

消費税相当額 × × 10% ＝ 0円

諸 謝 金 0円 委員会出席謝金等 × × ＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × × ＠ 円 ＝ 0円

× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

旅 費 0円 委員会出席旅費等 × × ＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × × ＠ 円 ＝ 0円

× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

 × × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

借 損 料 0円 会場借料等 × × ＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × × ＠ 円 ＝ 0円

× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

消 耗 品 費 0円 ＣＤ－ＲＯＭ等 × × ＠ 円 ＝ 0円
（物品名を記入） × × ＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × × ＠ 円 ＝ 0円

× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

会 議 費 0円 お茶代等 × × ＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × × ＠ 円 ＝ 0円

× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

通信運搬費 0円 開催通知等 × × ＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × × ＠ 円 ＝ 0円

× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

雑 役 務 費 0円 印刷、広告等 × × ＠ 円 ＝ 0円
派遣契約等 × × ＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × × ＠ 円 ＝ 0円

× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

保 険 料 0円 傷害保険（講師） × × ＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × × ＠ 円 ＝ 0円

× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

0円 設定率 10.00%

0円 再委託を行うもの × × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円
× × ＠ 円 ＝ 0円

0円
（注１）　行が足りない場合は、適宜追加してもよい。（行の書式はそろえること）
（注２）　単価の出せないものは、追加行に事項と金額を入力し、見積書等内訳を添付すること。
（注３）　Ａ４紙に印刷し提出すること。（文字の判読が困難となる場合は複数ページに渡っても差し支えない）

一 般 管 理 費

再 委 託 費

合 計

必　要　経　費　内　訳　表

経 費 項 目
金　　額

積　　算　　内　　訳

単価

人 件 費

人数等 数量

事 業 費



（様式３－１） 

令和○年度 番号 

 

   年  月  日 

 

 

令和○年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」 実績報告書 

 

 

 

文部科学省  ○○○○局長  殿 

 

 

 

所 在 地 

      法 人 名 

      （学校名） 

      代 表 者 

      職 氏 名               印 

 

 

 

令和○年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」 に関する 

実績報告書の提出について 

 

 

 

 

令和○年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」について、実績報告書を提出しま

す。 

  



令和○年度 番号 

 

令和○年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」 実績報告書 

 

１ 委託事業の内容 

先端技術利活用実証研究プロジェクト 

 

 

２ 事業名 

 

 

３ 分野 

 

 

４ 代表機関 

■代表機関（受託法人）等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■事業責任者（事業全体の統括責任者）    ■事務担当者（文部科学省との連絡担当者） 

職名 
  

職名 
 

氏名  氏名  

電話番号  電話番号  

Ｅ－ｍａｉｌ  Ｅ－ｍａｉｌ  

法人名  

代表者名  

学校名  

所在地  



５ 構成機関・構成員等 ※個人の場合は名称欄に氏名を記載すること 

 （１）教育機関 

名称 役割等 都道府県名 

１    

２    

３    

４    

５    

６    

７    

８    

９    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

 

（２）企業・団体 

名称 役割等 都道府県名 

１    

２    

３    

４    

５    

 

（３）行政機関 

名称 役割等 都道府県名 

１    

２    

３    

 

 

 



（４）事業の実施体制 

 

 

（５）各機関の役割・実際に得られた協力事項について 

 

○教育機関 

 

 

 

 

 

○企業・団体 

 

 

 

 

 

○行政機関 

 

 

 

 

 

 

 



６ 事業の内容等 

 （１）事業の趣旨・目的等について 

 ⅰ）事業の趣旨・目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ）実証研究する先端技術及び導入する授業・実習 

※ＶＲ、ＡＲ、ＸＲ、ＡＩ、デジタル教科書など、活用方策を実証研究する先端技術を具

体的に記載すること。 

※どの授業、実習において、どの程度の規模感で実施するのかがわかるように記載

すること。 

例（○○実習Ⅰ、○○実習Ⅱ、△△論基礎、△△論応用、計５０時間 など） 

 

 

 

（１２０文字以内） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）当該実証研究が必要な背景について 

※申請する分野や職種において、現在どの様な課題があるのか、その課題を踏まえ、

どの様な解決策が想定され、活用を予定する先端技術がその解決策にどの程度有

効であるのかについての仮説を具体的なデータや根拠を示しながら記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（３）実証研究する先端技術及び導入方策の概要 

※実証研究する先端技術とその導入方策の全体像を具体的かつ簡潔に記載すること。 

 ex) 記載事項例 

先端技術の名称、性能、導入範囲、方法、単位・時間数 等 

 

※これまで提案者が実施してきた既存の教育内容や、他の教育機関又は民間教育事

業者が実施している既存の教育内容では背景で示した人材育成に対応できない理由

を明確に記載するとともに、実証研究する先端技術がどのような点で課題を解決する

ことが可能であるのかを記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）具体的な取組 

  ⅰ）計画の全体像 

※当該実証研究を行うにあたって、各年度に実施する取組の概要（年次計画）を具体的

に記載すること。 

 

※１年目は先端技術を導入する科目、学科、実習等の特定、プレ実証、本格的開発・実

証における比較のためのデータ収集（学習理解度等）、２年目はコンテンツの本格的開

発・実証（何人の学生を対象にどの様に行うのかについて、イメージを簡潔に記載）、３

年目は実証を踏まえた教育効果とコストの検証と再実証、とりまとめなどの流れがわか

るように記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ⅱ）今年度の具体的活動 

 

○実施事項 

※今年度に取り組んだ内容について、具体的に記載してください。 

 

※会議や調査、実証講座を実施する場合には次ページ以降の記載例を参考にしてく

ださい。 

 

  



○事業を推進する上で設置した会議 ※複数の会議を設置した場合には、欄を適宜追加して記載すること。 

会議名

① 
 

目的・

役割 
 

検討の 

具体的

内容 

 

委員数        人 開催頻度 回 

 

△△委員会の構成員（委員） 

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

１     

２     

３     

４     

５     

６     

７     

８     

９     

10     

 

  



○事業を推進する上で実施した調査 ※複数の調査を設置する場合には、適宜追加して記載すること。 

調 査 名  

調 査 目 的  

調 査 対 象  

調 査 手 法  

調 査 項 目  

分 析 内 容 

（集計項目） 

 

調 査 結 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 発 す る 

カリキュラム

にどのように

反 映 す る か 

（活用手法） 

 

※上記は最小限の項目例であり、必要に応じて追加することは差し支えない。 

※上記の項目が含まれていれば、上記表形式以外の記載とすることは差し支えない。 



○開発に際して実施した実証講座の概要  ※検証結果については、下記検証項目に記載 

実 証 講 座 

の 対 象 者 

 

期 間 

（日数・コマ数） 

 

実 施 手 法  

 

 

 

受 講 者 数        人 （うち正規課程在学者○○人、 社会人○○人） 

※受講者数については、内数として「専修学校の正規課程在学者」及び「社会人（当該年

度の５月１日時点で職に就いている者もしくは企業等を退職した者及び主婦なども含む

（学校基本調査と同定義）） 

 

  



ⅳ）先端技術活用に係る効果・コストの検証について 

 

※先端技術を既存の教育プログラムに活用することの効果を検証するに当たって、実証

講座の受講者からの評価、並びに教育カリキュラム・プログラムの開発に携わった企

業・業界団体等又は第三者である企業・団体等からの評価をどのようにとりこむ体制と

したかを、具体的に記載すること。その際、具体的にどのような観点から、どのようなデ

ータを取ることにより、教育カリキュラム・プログラムの効果に関する評価が可能になっ

たのかを併せて記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

  



（４）事業実施に伴うアウトプット（成果物） 

※アウトプットの概要を具体的かつ明確に記載すること。 

 

※複数年度で取り組む場合は、最終的なアウトプットと各年度のアウトプットの双方がわ

かるように記載すること。 

 

 



（５）本事業終了後※の成果の活用方針・手法 

※今年度ではなく、開発終了後３年程度までの期間を想定して記載すること。 

 

※本事業における成果、どのように活用し、横展開を図ることを検討（導入に向けた手順を

整理するなど）しているのか。また新たな先端技術導入の可能性やそれらの見通しについ

て、具体的に記載すること。 

 

※事業期間終了後におけるフォローアップ体制・方法についても具体的に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式３－１）（別紙） 

再委託について 

 

（１）再委託 

※本様式は、該当がある場合のみ作成すること。 

事業名 
 

再委託先 
企業名  

住 所  

再委託の必要性 

 

再委託を行う業務内容 

 

所要額 円  

 

 

 

 

 

内 訳 

 

 

 

 

 

 

経費額 経費積算 

人件費 円  

諸謝金 円   

旅費 円   

借損料 円   

消耗品費 円   

会議費 円   

通信運搬費 円   

雑役務費 円   

保険料 円   

一般管理費 円   

合計 円   



（２）履行体制に関する事項 

※再委託の相手方がさらに再委託を行うなど複数の段階で再委託が行われるときに記載すること。 

 

再々委託の相手方の住所及び

氏名 

 

再々委託を行う業務の範囲  

 

 



１．収入の部 （単位：円）

予 算 額 決 算 額 摘 要

0 0

0 0

小 項 目

0 0

0 0 0

諸 謝 金 0 0

旅 費 0 0

借 損 料 0 0

消 耗 品 費
（ 図書購入費等 ）

0 0

会 議 費 0 0

通 信 運 搬 費 0 0

雑 役 務 費
（ 印刷製本費等 ）

0 0

保 険 料 0 0

10.0%

0 0

0 0 0

一 般 管 理 費
（ 設 定 率 を 入 力 ↓ ） 0 0 0

人 件 費
（消費税相当額を含む）

合 計

再 委 託 費

事 業 費

収支精算書

２．支出の部 （単位：円）

経費項目 予算額
（事業計画額）

決算額 差額

費目

合計

自己調達額

委託費の額

その他の額



事業名

法人名

算出率

算出率

算出率

設定率

算出額 0 ※（人件費＋事業費）×設定率

　　算出率（％）＝管理費／（総事業費－間接事業費）×１００
　　＊収支計算書から算出すること。

　　（学校法人又は準学校法人）

　　算出率（％）＝｛（人件費－教員人件費）＋管理経費｝／消費支出の部合計×１００
　　＊消費収支計算書から算出すること。

10.00% ※①～③の算出率のうち、最も低い率

　　（財団法人又は社団法人）

① 10％（設定率の上限）

10.00%

②
法人が整備している受託規定に定められた率

③
直近の事業年度の損益計算書及び収支計算書等による法人の支出の額
に占める管理費の率

　※上記③の算出式

※規定がある場合は、別添のうえ、当該率を入力。規定のない場合は入力せず、③を算出し記載すること。

下記①～③の率から、最も低い率を当該事業における一般管理費の率とし、精算時
においてもこの率を用いる。

一般管理費設定率の決定調書

設定率の比較



（単位：円）

小項目 摘　　　　　要 単位 単位
番
号

0円 賃金 × ×＠ 円 ＝ 0円
人件費付帯経費 × ×＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × ×＠ 円 ＝ 0円

× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円

消費税相当額 × × 10% ＝ 0円

諸 謝 金 0円 委員会出席謝金等 × ×＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × ×＠ 円 ＝ 0円

× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円

旅 費 0円 委員会出席旅費等 × ×＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × ×＠ 円 ＝ 0円

× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円

借 損 料 0円 会場借料等 × ×＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × ×＠ 円 ＝ 0円

× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円

消耗品費 0円 ＣＤ－ＲＯＭ等 × ×＠ 円 ＝ 0円
（物品名を記入） × ×＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × ×＠ 円 ＝ 0円

× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円

会 議 費 0円 お茶代等 × ×＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × ×＠ 円 ＝ 0円

× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円

通信運搬費 0円 開催通知等 × ×＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × ×＠ 円 ＝ 0円

× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円

雑役務費 0円 印刷、広告等 × ×＠ 円 ＝ 0円
派遣契約等 × ×＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × ×＠ 円 ＝ 0円

× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円

保 険 料 0円 傷害保険（講師） × ×＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × ×＠ 円 ＝ 0円

× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円

0円 設定率 10.00%

0円 再委託を行うもの × ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円

0円
（注１）　行が足りない場合は、適宜追加してもよい。（行の書式はそろえるとともに、合計額の計算式の範囲に留意すること）
（注２）　単価の出せないものは、追加行に事項と金額を入力し、見積書等内訳を添付すること。
（注３）　Ａ４紙に印刷し提出すること。

一 般 管 理 費

合 計

再 委 託 費

事 業 費

人 件 費

必　要　経　費　内　訳　表

経 費 項 目
金　　額

積　　算　　内　　訳

人数等 数量 単価



（様式３－２） 

令和○年度 番号 

 

   年  月  日 

 

 

令和○年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」 実績報告書 

 

 

 

文部科学省  ○○○○局長  殿 

 

 

 

所 在 地 

      法 人 名 

      （学校名） 

      代 表 者 

      職 氏 名               印 

 

 

 

令和○年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」 に関する 

実績報告書の提出について 

 

 

 

 

令和○年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」について、実績報告書を提出しま

す。 

  



令和○年度 番号 

 

令和○年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」 実績報告書 

 

１ 委託事業の内容 

分野横断連絡調整会議 

 

 

２ 事業名 

 

 

３ 代表機関 

■代表機関（受託法人）等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■事業責任者（事業全体の統括責任者）    ■事務担当者（文部科学省との連絡担当者） 

職名 
  

職名 
 

氏名  氏名  

電話番号  電話番号  

Ｅ－ｍａｉｌ  Ｅ－ｍａｉｌ  

法人名  

代表者名  

学校名  

所在地  



４ 構成機関・構成員等 ※個人の場合は名称欄に氏名を記載すること 

 （１）教育機関 

名称 役割等 都道府県名 

１    

２    

３    

４    

５    

６    

７    

８    

９    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

 

（２）企業・団体 

名称 役割等 都道府県名 

１    

２    

３    

４    

５    

 

（３）行政機関 

名称 役割等 都道府県名 

１    

２    

３    

 

 

 



（４）事業の実施体制 

 

 

（５）各機関の役割・実際に得られた協力事項について 

 

○教育機関 

 

 

 

 

 

○企業・団体 

 

 

 

 

 

○行政機関 

 

 

 

 

 

 

 



５ 事業の内容等 

 （１）先端技術利活用検証プロジェクトの進捗管理に係る方策、工夫 

※各プロジェクトの進捗を確認し、プロジェクトごとの質の均衡を図るために実施した

内容について記載すること。 

 

※各プロジェクトについての課題を把握、集約し、解決策を提示するために実施した

内容について記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５４０文字以内） 

 

 



 （２）先端技術利活用検証プロジェクトにおける成果の体系化、普及・定着方策の立案・実践 

※各プロジェクトによってまとめられる実証研究結果を、他の専修学校が活用しやすい

よう、分野毎の類型や指導方法毎の類型に分類し、体系的に整理する方策を記載す

る。 

 

※専修学校教育や先端技術保有企業等の実態等を踏まえた上で、先端技術の導入に

より専修学校の教育及び運営がより効率的・効果的になることについての理解を広

げ、行動を促すために立案した方策（普及・定着方策）について記載する。 

 

※各プロジェクトから得られる様々なデータを分析し、成果として対外的にわかりやすく

発信する方策を記載すること。 

 

※立案した同方策のうち、実施する一部の方策を記載する。 

 

 

 

  

（３）新たな先端技術の開発動向や活用事例のリサーチ 

※我が国をはじめ諸外国における新たな技術開発の動向や先進的な活用事例に関し

て、専修学校教育への導入可能性を考慮した計画を記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（４）具体的な取組 

  ⅰ）計画の全体像 

※１年目は普及定着方策の検討・実施、各プロジェクト間の連絡調整、２～３年目は各

プロジェクト間の連絡調整・助言、諸外国等の動向調査、４年目は各プロジェクトにお

ける成果のとりまとめなど、具体的に実施する内容を示しつつ、今年度取組んだ内容

を反映させ、流れがわかるように記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



ⅱ）今年度の具体的活動 

※今年度に取り組んだ内容について、具体的に記載すること。 

 

※会議や調査、実証講座を実施する場合には次ページ以降の記載例を参考にしてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



○事業を推進する上で設置した会議 ※複数の会議を設置した場合には、欄を適宜追加して記載すること。 

会議名

① 
 

目的・

役割 
 

検討の 

具体的

内容 

 

委員数        人 開催頻度 回 

 

△△委員会の構成員（委員） 

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

１     

２     

３     

４     

５     

６     

７     

８     

９     

10     

 

  



○事業を推進する上で実施した調査 ※複数の調査を設置する場合には、適宜追加して記載すること。 

調 査 名  

調 査 目 的  

調 査 対 象  

調 査 手 法  

調 査 項 目  

分 析 内 容 

（集計項目） 

 

調 査 結 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 発 す る 

カリキュラム

にどのように

反 映 す る か 

（活用手法） 

 

※上記は最小限の項目例であり、必要に応じて追加することは差し支えない。 

※上記の項目が含まれていれば、上記表形式以外の記載とすることは差し支えない。 



（５）事業実施に伴うアウトプット（成果物） 

※アウトプットの概要を具体的かつ明確に記載すること。 

 

※複数年度で取り組む場合は、最終的なアウトプットと各年度のアウトプットの双方がわ

かるように記載すること。 

 

※先端技術利活用検証プロジェクトにおける成果の体系化、普及・定着方策の検討にお

ける記載も踏まえた記載とすること。 

 

※複数年度で取り組む場合は、最終的なアウトプットと各年度のアウトプットの双方がわ

かるように記載してください。 

 

 



（様式３－２）（別紙） 

再委託について 

 

（１）再委託 

※本様式は、該当がある場合のみ作成すること。 

事業名 
 

再委託先 
企業名  

住 所  

再委託の必要性 

 

再委託を行う業務内容 

 

所要額 円  

 

 

 

 

 

内 訳 

 

 

 

 

 

 

経費額 経費積算 

人件費 円  

諸謝金 円   

旅費 円   

借損料 円   

消耗品費 円   

会議費 円   

通信運搬費 円   

雑役務費 円   

保険料 円   

一般管理費 円   

合計 円   



（２）履行体制に関する事項 

※再委託の相手方がさらに再委託を行うなど複数の段階で再委託が行われるときに記載すること。 

 

再々委託の相手方の住所及び

氏名 

 

再々委託を行う業務の範囲  

 

 



１．収入の部 （単位：円）

予 算 額 決 算 額 摘 要

0 0

0 0

小 項 目

0 0

0 0 0

諸 謝 金 0 0

旅 費 0 0

借 損 料 0 0

消 耗 品 費
（ 図書購入費等 ）

0 0

会 議 費 0 0

通 信 運 搬 費 0 0

雑 役 務 費
（ 印刷製本費等 ）

0 0

保 険 料 0 0

10.0%

0 0

0 0 0

収支精算書

２．支出の部 （単位：円）

経費項目 予算額
（事業計画額）

決算額 差額

費目

合計

自己調達額

委託費の額

その他の額

人 件 費
（消費税相当額を含む）

合 計

再 委 託 費

事 業 費

一 般 管 理 費
（ 設 定 率 を 入 力 ↓ ） 0 0 0



事業名

法人名

算出率

算出率

算出率

設定率

算出額

下記①～③の率から、最も低い率を当該事業における一般管理費の率とし、精算時
においてもこの率を用いる。

一般管理費設定率の決定調書

設定率の比較

　　（財団法人又は社団法人）

① 10％（設定率の上限）

10.00%

②
法人が整備している受託規定に定められた率

③
直近の事業年度の損益計算書及び収支計算書等による法人の支出の額
に占める管理費の率

　※上記③の算出式

※規定がある場合は、別添のうえ、当該率を入力。規定のない場合は入力せず、③を算出し記載すること。

0 ※（人件費＋事業費）×設定率

　　算出率（％）＝管理費／（総事業費－間接事業費）×１００
　　＊収支計算書から算出すること。

　　（学校法人又は準学校法人）

　　算出率（％）＝｛（人件費－教員人件費）＋管理経費｝／消費支出の部合計×１００
　　＊消費収支計算書から算出すること。

10.00% ※①～③の算出率のうち、最も低い率



（単位：円）

小項目 摘　　　　　要 単位 単位
番
号

0円 賃金 × ×＠ 円 ＝ 0円
人件費付帯経費 × ×＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × ×＠ 円 ＝ 0円

× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円

消費税相当額 × × 10% ＝ 0円

諸 謝 金 0円 委員会出席謝金等 × ×＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × ×＠ 円 ＝ 0円

× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円

旅 費 0円 委員会出席旅費等 × ×＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × ×＠ 円 ＝ 0円

× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円

借 損 料 0円 会場借料等 × ×＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × ×＠ 円 ＝ 0円

× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円

消耗品費 0円 ＣＤ－ＲＯＭ等 × ×＠ 円 ＝ 0円
（物品名を記入） × ×＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × ×＠ 円 ＝ 0円

× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円

会 議 費 0円 お茶代等 × ×＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × ×＠ 円 ＝ 0円

× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円

通信運搬費 0円 開催通知等 × ×＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × ×＠ 円 ＝ 0円

× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円

雑役務費 0円 印刷、広告等 × ×＠ 円 ＝ 0円
派遣契約等 × ×＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × ×＠ 円 ＝ 0円

× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円

保 険 料 0円 傷害保険（講師） × ×＠ 円 ＝ 0円
（単位を記入） × ×＠ 円 ＝ 0円

× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円

0円 設定率 10.00%

0円 再委託を行うもの × ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円
× ×＠ 円 ＝ 0円

0円
（注１）　行が足りない場合は、適宜追加してもよい。（行の書式はそろえるとともに、合計額の計算式の範囲に留意すること）
（注２）　単価の出せないものは、追加行に事項と金額を入力し、見積書等内訳を添付すること。
（注３）　Ａ４紙に印刷し提出すること。

必　要　経　費　内　訳　表

経 費 項 目
金　　額

積　　算　　内　　訳

人数等 数量 単価

事 業 費

人 件 費

合 計

再 委 託 費

一 般 管 理 費



（様式４） 

○○受文科○第○○○号 

令和○年○○月○○日 

 

 ○○○○法人 

 ○○○○ ○○○  殿 

 

支出負担行為担当官 

文部科学省○○○○局長 

○ ○ ○ ○ 印 

 

 

 

委託費の額の確定について（通知） 

 

 

 

令和○年○月○○日付けで契約を締結した下記の委託事業については、令和○年○月○○日付けに

て提出された実績報告書に基づき審査した結果、下記のとおり確定したので通知します。 
 ついては、額を確認のうえ、「請求書（精算払）」（委託要領様式第１０）を提出して

ください。 

  

 

 

記 

 

 

１．委託契約件名  令和○年度「専修学校における先端技術利活用実証研究」 

（取組事業名を記載） 

 

 

２．委託費確定額  金  ○○○○円（消費税を含む。） 

 


